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９月７日（土）

「認知症サポーター」という言葉を聞いたことはあるでしょうか。認知症について正しい知識と理解を
持った人が増えていけば、誰もが安心してその地域で暮らしていくことができます。また次に自分が住ん
でいる地域で皆が幸せに暮らすためには何をしたらいいのかを考えます。

９月14日（土）

「福祉」とは誰もが皆幸せに生きるということです。幸せの定義は人それぞれだとしても、幸せに生きた
いと思う気持ちには皆変わりがないでしょう。ここではまず終活にも用いられるエンディングノートを実
際に使って「自分が今後の人生を幸せに生きるために何をしたらいいのか」を考え、併せて昨今の消費者
被害の状況を学ぶことにより、自分や地域の方を悪徳商法や架空請求などの被害から守ることを目指しま
す。

日程

9月19日（木）

自分自身が障がいを持っていてもいなくても、私たちはこの地域で普通に暮らしていきたいと思っていま
す。普通に暮らしていくために、助けたり助けられたりしたいと内心では思っていても、いざという時に
どうしたらよいか分からないこともあります。それなら、まず障がいについて理解することから始めてみ
ませんか。わたしが何をしてあげられるのか、何をして欲しいのか、皆で一緒に考えていきましょう。

10月3日（木）



もし、身近なひとが認知症になったら。家族として、近所のひととして、どう接するべきか、どういう
ことを心がければいいのかを考えます。また、現在の益田市の高齢者福祉について、益田市の高齢者福祉
課の人から分かりやすく説明をしてもらいます。

10月10日（木）

認知症やその他の事情で判断能力が不十分になったら、契約ごとやお金のことは誰に任せたらいいので
しょうか。家族？信頼できる知人の方？でも法的に問題があると言われたらその時にはどうしたらいいの
でしょうか。また、判断能力がある内に今後に備えておく「任意後見」と判断能力が失われた後で利用す
ることになる「法定後見」のどちらが自分に向いているのか等、分かりにくいといわれる成年後見制度の
あれこれについて整理します。

10月17日（木）

まず一番に相手の気持ちを考えること、頭では分かっているのに実際に行動に移すのは難しいことですよ
ね。つい言い過ぎたりして、後で悔やむこともあるのではないでしょうか。では、実際にどうしたらいい
のか、日頃から実践している人にそのコツを教えてもらいましょう。その他、名前はよく知っていても、
必要になるまでなかなか触れる機会のない介護保険についても学びます。

10月24日（木）

遺言状は元気な時に作るものだそうです。ただやっぱり何となく縁起でもないような気がして、また今度、
また次の機会に…で先延ばしにした結果、「あの時に作っておけばよかったのに」という羽目に陥る日本
人のなんと多いことか。とりあえずは一度、遺言状作成の予行練習をしてみませんか？
また、生活の中でちょっと困ったことが起こったとき、どこにどんなサービスがあるのか、益田市が作っ
た便利な冊子がありますので、それを使って確認してみましょう。

10月31日（木）
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令和元年度 福祉公開講座受講申込書

申込先 ：益田市社会福祉協議会 電話（0856）22-7256
（〒698-0036 益田市須子町３－１益田市総合福祉センター内）

FAX（0856）23-4177

9/7
（土)

10/31
（木)

10/24
（木)
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（木)

10/10
（木)

10/3
（木)

9/19
（木)

9/14
（土)

（注）個人情報の取り扱いについて
記入していただいた内容については、本講座の受講申込受付、講座終了後の案内、その他本講座に
必要な事柄においてのみ活用し、他の目的での使用や第三者への提供等はいたしません。

※ 申込は受講を希望される講座開催日の前日正午まで受付いたします。電話・FAX・郵送・ご持参いずれの
方法でも構いません。



令和元年度 福祉公開講座受講申込書

申込先 ：益田市社会福祉協議会
（〒益田市須子町３－１益田市総合福祉センター内）
電話（0856）22-7256


